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山岸高旺著 85判上製・総貰 1444頁・定価52500円{本体50000円)

本書は淡水における藻類，約 1500属を収録した淡水藻類の属の総覧である.配列は淡水藻類を 12分類群に分ける
Bourrellyの分類系を採った.これに加え異名とされるもの，関連するものをさらに約800属所収する.60年に及ぶ著者
の淡水藻研究の集大成として，淡水藻類の全体像に迫る大著である.
本文は，それぞれの分類群の「細胞・藻体Jr生殖・生活史Jr分類・分類表」を示した後、それぞれの属の記載が中心とな
り，線画による基本的な図版を示しながら，属の分類基準とされる形態形質，生殖形質，生育状況を述べる.また類似属と
の関係や産状など特記事項も詳細に記す.学名総索引をはじめ，和文，欧文の事項索引，また属名のカナ読み索引を付した.
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吉田忠生著 85判・総頁 1248頁・定価48300円(本体46000円)

本書は古典的になった岡村金太郎の歴史的大著「日本海藻誌J(1936)を全面的に書き直したものである r日本海藻誌」
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大野正夫編著 85判・総頁592貰・定価21000円(本体20000円)

本書は海藻の生物学の解説にはじまり，応用の具体的事例を数多く紹介するとともに，今後期待される新分野，機

能性成分についても多〈の知見を盛り込む.生物学編，利用編，機能性成分編の3編31章から構成され，各分野で

長く研究にかかわってきた多彩な執筆者が，それぞれの専門分野を詳述する.
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小林弘・出井雅彦・真山茂樹・南雲保・長岡敬五著 85判・ 596頁・定価35700円(本体34000円)

本書は，珪漢の分類学の成書として長く刊行が待たれていた待望の書であり，斯界の第一人者，故小林弘博士の名

を冠するものである.プレートとその解説をはじめとし，特殊な用語が多く使われる珪藻の殻構造の解説を電顕写

真や線画を添えて分かりやすく示した.分類体系には最新の研究成果を盛り込む.用語の英語，日本語，ラテン語

の一覧表や，学名と和名の対照表などを付し読者の便宜を図った.

淡水珪藻生態図鑑群集解析に基づく汚濁指数DAIpo，州性能
渡辺仁治編著浅井一視・大塚泰介・辻彰洋・伯香晶子著 85判・ 784頁・定価34650円(本体33000円)

日本のみならず世界各地から約 1500のサンプルを採集，膨大なサンプルの生態情報を処理検討し，約 1000種の珪

藻についてその結果を分かり易〈まとめる.生態情報の妥当性を期するため，すべてのサンプルを統一条件下で採

集し，好清水か好汚濁か=きれいな水を好むのか，汚れた水を好むのか等を判断する環境指標としての珪藻群集の

適性を，多くの図版で具体的に示す.
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Contributions to the systematics of benthic marine algae of the North Pacific. 1. A. Abbott・黒木宗尚共編， 1972，B5判，
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6. Proceedings of Algae 2002 
藻類52巻特別号， 2004， A4変形判， 253頁。平成 14年7月につくば市で開催された第26回日本藻類学会大会・日本
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